
栖
原
屋
角
兵
衛
に
つ
い
て
（
内
田

総
国
天
羽
郡
萩
生
村
と
そ
の
近
海
で
鯛
桂
網
経
営
を
展
開
し
て
い
る
。
栖
原
屋

地
の
場
所
請
負
人
と
し
て
成
功
し
た
。

年
間
、
房
総
に
来
航
し
て
漁
場
開
拓
に
取
り
組
み

つ
い
で
元
禄
期
に
江
戸
と

有
田
郡
栖
原
村
（
現
在
の
和
歌
山
県
有
田
郡
湯
浅
町
栖
原
）の
出
身
で
、
元
和

《
研
究
ノ
ー
ト
》

近
世
初
期
、
関
西
漁
民
が
房
総
は
じ
め
関
東
沿
岸
に
進
出
し
、
漁
場
を
開
拓

し
た
こ
と
は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
扱
う
栖
原
屋
角
兵
衛
も
、

そ
の
よ
う
な
漁
民
の
一
人
で
あ
っ
た
。
栖
原
屋
こ
と
北
村
角
兵
衛
家
は
紀
伊
国

下
北
大
畑
に
進
出
し
て
薪
炭
材
木
商
を
営
み
、

し
て
く
れ
よ
う
。

さ
ら
に
明
和
年
間
以
降
は
蝦
夷

栖
原
屋
角
兵
衛
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
元
和
年
間
か
ら
正
徳
年
間
ま
で
上

角
兵
衛
の
履
歴
を
整
理
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
房
総
に
お
け
る
漁
業
開
発
の
契

機
と
な
っ
た
関
西
漁
民
の
出
漁
を
再
検
討
す
る
上
で
、
興
味
深
い
事
例
を
提
示

は
じ
め
に

栖
原
屋
角
兵
衛
に
つ
い
て

内
田
龍
哉

述
が
あ
る
。

栖
原
屋
角
兵
衛
に
関
す
る
研
究

と
こ
ろ
で
、
近
世
蝦
夷
地
の
漁
業
史
研
究
は
、
白
山
友
正
著
『
蝦
夷
地
場
所

り
に
整
理
し
、
そ
の
数
奇
な
商
人
史
を
概
観
し
て
ゆ
く
。

本
稿
で
は
、
栖
原
屋
角
兵
衛
の
商
人
史
に
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
、

例
え
ば
、
関
西
漁
民
の
関
東
出
漁
の
位
置
づ
け
、
蝦
夷
地
産
物
交
易
の
体
制
と

江
戸
市
場
の
関
係
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
を
筆
者
な

請
負
制
度
の
研
究
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
制
度
史
的
な
研
究
が
先
行
し
て
い

た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
場
所
請
負
商
人
の
個
別
経
営
内
容
を
解
明
し
た
研
究

成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
彼
ら
の
経
営
を
蝦
夷
地
に
お
け
る

内
在
的
発
展
と
し
て
把
握
し
う
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
一
方
で
は
、
場
所
請
負

人
の
経
営
や
技
術
、
系
譜
を
そ
れ
以
前
か
ら
の
ト
ー
タ
ル
な
流
れ
の
中
で
把
握

す
る
視
点
を
欠
い
て
は
な
ら
な
い
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
従
来
は
前
史
と
し

て
の
み
紹
介
さ
れ
が
ち
な
経
営
の
系
譜
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
営

の
あ
り
方
や
技
術
の
伝
播
な
ど
、
新
た
な
視
点
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
諸
問
題
を
念
頭
に
お
い
て
、
現
在
も
調
査
中
の

栖
原
屋
角
兵
衛
に
関
す
る
残
存
史
料
、

と
り
わ
け
『
栖
原
角
兵
衛
履
歴
』
及
び

『
栖
原
家
家
譜
』
と
題
す
る
記
録
を
中
心
に
、
関
連
す
る
史
料
を
整
理
す
る
。

栖
原
屋
こ
と
北
村
角
兵
衛
家
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、

い
く
つ
か
の
伝
記
的
叙

こ
の
う
ち
、
家
譜
類
と
し
て
は
『
栖
原
角
兵
衛
履
歴
』
（
北
海
道
大
学
附
属
図
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つ
い
で
、
栖
原
屋
角
兵
衛
家
を
取
り
扱
っ
た
も
の
に
、
田
中
修
「
場
所
請
負

(
2
)
 

制
度
の
解
体
と
―
―
―
井
物
産
」
が
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
大
請
負
人
で
あ
っ
た
栖

原
角
兵
衛
家
が
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
三
井
物
産
に
支
配
さ
れ
て
い
＜
過

程
を
分
析
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
一
節
を
割
い
て
い
る
栖
原
屋
角
兵
衛

に
関
す
る
考
察
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。

④
 

こ
れ
ら
は
北
方
開
拓
の
先
覚
者
顕
彰
の

一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
基

本
的
な
事
実
関
係
と
し
て
は
『
家
譜
』
の
範
囲
を
出
ず
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
、

栖
原
屋
角
兵
衛
家
を
蝦
夷
地
に
駆
り
立
て
た
社
会
経
済
的
要
因
や
彼
ら
の
前
史

の
上
総
国
天
羽
郡
萩
生
村
な
ど
に
お
け
る
動
向
を
示
す
史
料
が
あ
る
。

③
 

『
北
海
道
史
』
編
纂
に
携
わ
っ
た
河
野
常
吉
氏
の
収
集
資
料
の
中
に
「
栖
原

家
関
係
資
料
」
と
題
す
る
冊
子
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
栖
原
屋
角
兵
衛
か
ら
三
井

物
産
に
苫
前
場
所
の
資
産
売
却
を
売
却
す
る
際
の
資
料
で
あ
る
。

国
立
国
文
学
研
究
資
料
館
附
属
史
料
館

祭
魚
涸
文
庫
旧
蔵
水
産
史
料
及
び
斉
藤
家
文
書
の
中
に
、
栖
原
屋
角
兵
衛
家

東
京
水
産
大
学
附
属
図
書
館
羽
原
文
庫

江
戸
・
箱
館
の
栖
原
屋
に
関
す
る
経
営
史
料
の
写
本
が
十
数
点
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
極
楽
寺
（
和
歌
山
県
湯
浅
町
栖
原
）
に
は
北
村
家
過
去
帳
が
あ
り
、

ま
た
和
歌
山
県
立
図
書
館
に
は
十
代
目
角
兵
衛
こ
と
寧
幹
の
遺
書
、
著
作
な
ど

(
3
)
(
4
)
 

が
あ
る
と
い
う
。

④
多
羅
尾
忠
郎
「
漁
業
家
栖
原
角
兵
衛
略
伝

し

（
『
千
島
探
検
実
紀
』
所
収
）

③
北
海
道
総
務
部
行
政
資
料
室
編
『
開
拓
の
群
像
（
中
）
』

②
 
高
橋
理
一
郎
『
北
海
開
発
事
績
』

①
岡
本
柳
之
助
『
（
日
露
交
渉
）
北
海
道
史
稿
』

②
北
海
道
立
図
書
館

つ
い
で
、
栖
原
角
兵
衛
家
の
系
譜
に
つ
い
て
記
述
し
た
も
の
に
は
、
以
下
が

挙
げ
ら
れ
る
。

『
栖
原
家
家
譜
』
『
栖
原
角
兵
衛
履
歴
』
な
ど
数
点
の
史
料
記
録
が
あ
る
。

①
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室

あ
る
。

蔵
機
関
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

栖
原
屋
角
兵
衛
家
に
関
す
る
史
料

述
を
引
用
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

書
館
北
方
資
料
室
所
蔵
、
以
下
『
履
歴
』
と
い
う
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治

二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
、
栖
原
角
兵
衛
か
ら
北
海
道
庁
に
提
出
し
た
自
筆
稿
本

で
、
栖
原
屋
の
事
績
を
歴
代
角
兵
衛
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
『
栖

(
l
)
 

原
家
家
譜
』
（
同
、
以
下
『
家
譜
』
と
い
う
）
が
あ
る
。
『
国
史
大
辞
典
』
な
ど

の
記
述
は
こ
れ
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
、
大
正
七
年
(
-
九
一
八
）
、
角

兵
衛
家
厳
が
病
床
で
語
っ
た
家
伝
を
そ
の
子
茂
隆
が
整
理
し
刊
行
し
た
も
の
と

栖
原
屋
角
兵
衛
に
つ
い
て
（
内
田

家
の
系
譜
は
、
確
立
し
た
場
所
請
負
人
経
営
の
属
性
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る

に
過
ぎ
ず
、
立
論
の
性
格
上
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
『
家
譜
』
の
記

栖
原
屋
角
兵
衛
家
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、
本
稿
で
参
照
し
た
も
の
及
び
所

ー 34 -



栖
原
屋
角
兵
衛
に
つ
い
て
（
内
田

る
。 事

実
、
湯
浅
町
栖
原
の
極
楽
寺
の
「
北
村
家
過
去
帳
」

じ
め
て
「
角
兵
衛
し
と
称
し
た
と
い
う
。

角
兵
衛
家
の
出
自
と
名
称

「
栖

の
記
載
は
家
伝
と
符

『
履
歴
』
『
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
栖
原
屋
角
兵
衛
家
の
祖
小
柴
掃
部
介
信
弘
は

源
義
家
十
五
代
の
孫
と
さ
れ
、
摂
津
国
川
辺
郡
北
村
郷
（
現
在
の
大
阪
府
伊
丹

市
北
村
）
を
領
有
し
、
郷
名
を
以
て
氏
と
し
た
と
い
う
。そ
の
子
信
茂
は
、

文
五
年
に
京
で
起
き
た
兵
乱
を
避
け
て
高
野
山
に
隠
遁
し
、
乱
が
終
息
す
る
に

及
ん
で
、
紀
伊
国
有
田
郡
吉
川
村
（
現
在
の
和
歌
山
県
湯
浅
町
吉
川
）

し
て
帰
農
し
た
。

元
和
五
年
(
-
六
一
九
）
、
信
茂
の
子
孫
で
あ
る
茂
俊
は
栖
原
村
に
移
り
、

号
す
る
が
、

そ
の
記
載
は
生
没
年
と
享
年
が
著
し
く
隔
た
っ
て
い
る
も
の
が
多

(
5
)
 

く
、
信
を
置
き
が
た
い
と
い
う
。
こ
の
た
め
、
栖
原
屋
角
兵
衛
こ
と
北
村
角
兵

衛
の
出
自
は
、
栖
原
村
移
住
以
前
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。

町
に
出
店
す
る
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
か
ら
で
あ
り
、
北
村
姓
を
改
め
て 天

に
移
住は

一
方
、
家
郷
の
名
を
と
り
「
栖
原
屋
」
と
称
す
る
の
は
、
松
前
幅
山
小
松
前

原
」
を
名
乗
る
の
は
『
履
歴
』
に
よ
れ
ば
明
治
十
四
年
(
-
八
八
一
）
か
ら
で
あ

＼
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図 1 関東へ出漁した紐州漁村（近世初期～元禄期）
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家
を
挙
げ
て
移
住
し
、
近
郡
一
円
の
漁
場
を
開
拓
し
た
。
茂
俊
は
、
延
宝
元
年

関
東
出
漁
と
茂
俊
の
事
績

戦
国
末
期
か
ら
近
世
前
期
に
か
け
て
、
摂
津
・
和
泉
•
紀
伊
な
ど
の
憔
民
が

関
東
と
り
わ
け
房
総
沿
岸
に
出
漁
し
、
先
進
的
な
漁
法
を
展
開
し
た
こ
と
は
、

荒
居
氏
の
泉
州
岡
田
浦
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
の
出
漁
は
主
に
八
手
網
．

「
ま
か
せ
網
」
と
称
す
る
漁
法
に
よ
る
鰯
漁
が
中
心
で
、
獲
れ
た
鰯
は
干
鰯
に
加

工
し
て
は
畿
内
へ
輸
送
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
当
時
畿
内
の
綿
作
が
急
速
に

(
6
)
 

発
展
し
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
慶
長
見
聞
集
』
に
よ
れ
ば
、
天
正
慶

長
年
間
に
は
摂
津
・
和
泉
•
紀
伊
・
伊
勢
・
尾
張
・
三
河
な
ど
西
国
の
漁
師
が

多
数
江
戸
内
湾
に
入
り
込
ん
だ
と
い
う
。
紀
州
漁
民
に
限
っ
て
も
、
元
和
年
中

に
紀
州
加
田
浦
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
加
太
）

夷
隅
郡
川
津
村
矢
の
浦
（
勝
浦
市
川
津
）

の
漁
民
大
甫
七
重
郎
が
上
総
国

に
進
出
し
、
追
っ
て
湯
浅
浦
の
漁
民

貝
柄
助
右
衛
門
、
栖
原
浦
の
「
た
ほ
ら
四
平
次
L

が
加
田
浦
か
ら
の
知
ら
せ
で

(
7
)
 

夷
隅
郡
岩
田
村
船
谷
浦
（
御
宿
町
岩
和
田
）
に
進
出
し
た
と
い
う
。

初
代
角
兵
衛
こ
と
茂
俊
は
、

は
じ
め
農
業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
栖
原
の
漁

民
た
ち
が
関
東
出
漁
に
よ
り
多
大
の
利
益
を
挙
げ
て
い
る
の
を
見
て
、
彼
も
元

和
末
年
に
栖
原
の
地
を
発
し
、
安
房
国
浜
荻
（
天
津
小
湊
町
浜
荻
）

(
8
)
 

投
網
漁
を
試
み
る
な
ど
、
豊
漁
な
海
域
を
探
索
し
た
。
そ
の
結
果
、
上
総
国
天

羽
郡
萩
生
村
（
富
津
市
萩
生
）
が
好
漁
場
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
茂
俊
は
一

山
口
和
雄
氏
、
荒
居
英
次
氏
ら
の
業
績
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。

栖
原
屋
角
兵
衛
に
つ
い
て
（
内
田

の
海
岸
で

図 2

佐倉

日在

岩和田

房総における紀朴1漁民の出漁先（近世初期～元禄期）

(
9
)
 

（
一
六
七
―
―
-
）
、
萩
生
の
地
に
没
し
た
と
い
う
。
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栖
原
屋
角
兵
衛
に
つ
い
て
（
内
田

に
専
心
し
た
と
い
う
。

『
家
譜
』
は
、
茂
俊
の
萩
生
村
近
海
に
お
け
る
事
績
を
「
皆
（
近
隣
の
漁
民

ー
筆
者
注
）
其
余
澤
二
潤
フ
ル
ニ
至
ル
。
故
二
今
尚
ホ
当
時
ノ
遺
跡
ヲ
存
シ
今

賜
物
ナ
リ
ト
シ
其
徳
ヲ
領
揚
シ
ッ
ツ
ア
リ
」
と
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、

後
、
正
徳
年
間
に
三
代
目
茂
延
は
「
上
総
沿
海
ノ
漁
民
漸
ク
増
加
シ
油
場
経
営

ノ
基
礎
愈
々
強
固
ト
ナ
レ
ル
ヲ
以
テ
其
事
業
ヲ
挙
ゲ
テ
之
ヲ
上
総
沿
海
ノ
住
民

た
め
、

そ
の

三
代
目
茂
延
は
油
網
経
営
を
上
総
沿
海
の
住
民
に
「
授
与
」
し
、
自
ら

は
上
総
萩
生
の
地
を
去
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
江
戸
で
の
薪
炭
材
木
問
屋
経
営

と
こ
ろ
で
、
こ
の
当
時
、
房
総
沿
岸
各
地
で
は
、
関
西
漁
民
の
進
ん
だ
漁
法

に
学
ん
だ
地
元
漁
民
が
、
関
東
農
村
や
大
都
市
江
戸
の
需
要
を
背
景
に
地
先
漁

業
と
魚
肥
生
産
に
進
出
し
た
た
め
、
関
西
漁
民
と
の
対
立
が
激
化
し
て
い
る
。

萩
生
村
に
近
い
事
例
で
は
、
貞
享
三
年
(
-
六
八
六
）
六
月
、
紀
伊
摂
津
以
下

九
ケ
国
の
漁
民
及
び
相
模
国
三
浦
郡
の
漁
民
と
地
元
上
総
国
富
津
村
と
の
間
で
、

富
津
浦
の
鰯
漁
を
め
ぐ
っ
て
大
規
模
な
争
論
が
起
こ
っ
て
い
が
。

上
総
沿
海
に
お
け
る

茂
俊
の
漁
場
経
営
の
詳
細
は
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、
恐

ら
く
萩
生
村
に
お
い
て
も
富
津
浦
と
同
様
の
対
立
が
生
じ
た
か
、
実
際
の
鯛
桂

つ
ま
り
、
上
総
国
沿
岸
に
お
い
て
（
地
元
）
漁
民
の
経
営
が
強
固
と
な
っ
た

二
授
与
」
し
て
い
る
。

日
（
大
正
七
年
ー
同

）
同
地
方
樵
業
界
の
殷
盛
ヲ
見
ル
ハ
―
二
之
レ
栖
原
家
ノ

房
総
か
ら
の
退
転

江
戸
で
の
薪
炭
問
屋
出
店

網
経
営
を
地
元
漁
民
に
委
ね
る
こ
と
の
方
が
有
利
と
判
断
さ
れ
る
状
況
が
醸
成

さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
全
く
漁
場
経
営
か
ら
撤
退
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
享
保

十
年
（
一
七
二
五
）
九
月
、
栖
原
屋
角
兵
衛
は
紀
州
藩
御
救
御
仕
入
方
の
仕
出

炭
を
江
戸
で
販
売
す
る
に
あ
た
り
、
代
金
担
保
と
し
て
鉄
砲
洲
・
深
川
の
家
作

(11) 

と
共
に
「
房
州
二
而
私
所
持
之
網
株
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
網
株
の
内
容
は

萩
生
村
の
ほ
か
隣
村
で
あ
る
百
首
、
金
谷
両
村
に
ま
た
が
っ
て
い
た
が
、
宝
暦

十
二
年
（
一
七
六
―
-
）
＋
二
月
に
は
、
萩
生
村
の
「
鯛
か
づ
ら
網
」
株
を
金
六

(12) 

十
両
で
萩
生
村
名
主
三
郎
左
衛
門
に
譲
り
渡
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
苗
と
思
わ
れ
る
栖
原
屋
久
次
郎
は
、
天
保
七
年
(
-
八
三
六
）
十

二
月
、
安
房
国
朝
夷
郡
大
川
村
百
姓
吉
兵
衛
を
は
じ
め
と
し
て
ニ
ケ
国
七
郡
廿

六
ケ
村
の
六
十
七
人
を
相
手
取
り
、
千
六
百
両
余
り
の
「
炭
干
鰯
仕
入
前
金
滞

出
入
」
を
幕
府
に
出
訴
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
正
徳
年
間
に
茂
俊
が
上
総
か
ら
江
戸
へ
移
転
し
た
こ
と
は
、

漁
業
経
営
か
ら
全
く
撤
退
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際
の
漁
場

経
営
か
ら
後
退
し
て
、
網
株
所
持
や
網
経
営
へ
の
前
貸
し
、
出
資
と
い
う
形
に

移
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
代
目
俊
興
は
、
父
の
後
を
継
ぎ
、
萩
生
村
に
お
け
る
鯛
桂
網
経
営
を
継
続

し
つ
つ
、

元
禄
元
年
(
-
六
八
八
）
、
江
戸
鉄
砲
洲
本
湊
町
に
薪
炭
問
屋
を
出
店
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屋
角
兵
衛
に
先
行
す
る
形
で
蝦
夷
地
に
進
出
し
て
い
る
。

戸
へ
進
出
し
、
そ
こ
で
栖
原
角
兵
衛
と
も
何
ら
か
の
知
己
を
得
、
つ
い
で
大
畑

四
代
目
茂
延
は
、
上
総
萩
生
村
か
ら
江
戸
へ
移
転
し
た
正
徳
年
間
、
南
部
八

し
た
。

栖
原
屋
角
兵
衛
・
飛
騨
屋
久
兵
衛
の
下
北
大
畑
進
出

つ
い
で
、
深
川
木
場
に
材
木
問
屋
を
開
き
、

元
禄
十
三
年
（
一
七
0
0
)

に
は
木
場
の
海
浜
を
埋
め
立
て
木
材
置
場
を
設
け
る
ま
で
に
至
っ
た
。

こ
れ
は
、
紀
州
藩
御
救
仕
入
方
の
熊
野
地
方
の
薪
炭
用
材
売
買
な
ど
紀
州
藩

領
か
ら
産
出
す
る
木
材
を
背
景
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
栖

原
に
近
い
別
所
村
（
和
歌
山
県
湯
浅
町
別
所
）

の
出
身
と
も
伝
え
ら
れ
る
紀
国

屋
文
左
衛
門
が
寛
永
寺
根
本
中
堂
普
請
を
請
け
負
っ
た
の
も
元
禄
十
一
年
の
こ

と
で
あ
る
。
栖
原
屋
も
こ
の
よ
う
な
時
流
に
従
っ
て
江
戸
に
進
出
し
た
も
の
と

(14) 

考
え
ら
れ
る
。

戸
藩
領
の
大
畑
（
青
森
県
大
畑
町
）

が
大
畑
へ
進
出
し
た
の
は
、

に
進
出
し
、
大
畑
近
辺
か
ら
産
出
す
る
ヒ

バ
材
を
江
戸
・
大
坂
に
輸
送
し
て
販
売
す
る
こ
と
を
始
め
、

(15) 

て
い
た
飛
騨
屋
久
兵
衛
（
後
述
）
に
も
出
資
し
て
い
る
。

栖
原
屋
で
は
、
こ
の
大
畑
店
の
経
営
を
、
宝
暦
年
間
に
は
雇
人
彦
兵
衛
に
任

せ
た
。
の
ち
、
天
明
一
二
年
(
-
七
八
三
）
に
栖
原
屋
は
同
店
を
廃
し
て
い
る
。

一
方
、
栖
原
屋
角
兵
衛
家
の
経
営
と
深
い
係
わ
り
を
持
つ
武
川
久
兵
衛
倍
行

元
禄
十
三
年
(
-
七
0
0
)

ま
た
先
に
進
出
し

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
と
き
、
久
兵
衛
は
「
飛
騨
屋
」
の
屋
号
で
材
木
取
引
や
地
元
材
木
商
へ
の

(16) 

出
資
を
始
め
て
い
る
。
飛
騨
屋
久
兵
衛
は
栖
原
屋
角
兵
衛
を
金
主
と
し
、
栖
原

栖
原
屋
角
兵
衛
に
つ
い
て
（
内
田

飛
騨
屋
こ
と
武
川
久
兵
衛
家
は
、
幕
領
で
あ
る
飛
騨
国
益
田
郡
湯
之
島
村
（
岐

阜
県
下
呂
町
湯
之
嶋
）
の
出
身
で
、

江差

そ
の
祖
は
甲
斐
武
田
氏
被
官
の
武
川
衆
で

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
久
兵
衛
倍
行
は
、
重
税
と
困
窮
か
ら
元
禄
九
年
に
江

松前

図 3

山越内

福島

小n

臼尻

易国間

大畑

恐山
田名部

栖原屋・飛騨屋関係地図（下北· 蝦夷地）

恵山岬

尻屋崎
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栖
原
屋
角
兵
衛
に
つ
い

て

（
内
田

こ
の
時
、
屋
号
を
「
栖
原
屋
」
と
し
、
橋
本
三
郎
兵
衛
を
店
支
配
人
と
し
、

し
、
か
つ
内
地
雑
貨
を
蝦
夷
地
に
販
売
し
た
。

と
言
う
木
に
し
て
桧
に
あ
ら
ず
」
（
元
文
四
年
1
1

一
七

一二
四
）
と
記
さ
れ
て
い
る

ほ
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
て
切
り
出
さ
れ
た
ヒ
バ
材
は
、
「
田
名
部
七
湊
」
と
称
さ

れ
た
大
畑
以
下
の
港
か
ら
江
戸
深
川
へ
積
み
出
さ
れ
た
。
享
保
期
の
地
方
巧
者

田
中
丘
隅
の
『
民
間
省
要
』
に
も
「
一
日
一
夜
の
間
に
て
南
部
・
飛
騨
・
信
濃
．

(19) 

四
国
の
材
木
と
も
労
せ
ず
し
て
深
川
に
流
れ
寄
る
」
と
あ
る
。

江
戸
で
材
木
問
屋
を
営
む
栖
原
屋
角
兵
衛
や
飛
騨
国
益
田
郡
で
や
は
り
材
木

売
買
を
営
む
飛
騨
屋
久
兵
衛
に
と
っ
て
、
下
北
は
魅
力
的
な
生
産
地
で
あ
っ
た
。

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
ヽ

町
に
支
店
を
設
け
た
。
松
前
店
で
は
、
蝦
夷
地
の
海
産
物
を
江
戸
に
輸
送
販
売

松
前
進
出

五
代
目
茂
勝
は
自
ら
松
前
に
渡
り
、
城
下
小
松
前

に
も
「
津
軽
・
南
部
の
桧
は
残
ら
ず
伐
り
尽
し
て

い
ま
出
す
所
の
桧
は
桧
葉

当
時
、
大
畑
や
佐
井
な
ど
の
下
北
諸
港
は
、
い
ず
れ
も
内
陸
か
ら
産
出
す
る

(18) 

ヒ
バ
材
や
海
産
物
を
畿
内
へ
積
み
出
し
て
い
た
。
栖
原
屋
や
飛
騨
屋
が
、
大
畑

へ
進
出
し
た
背
景
に
は
、
こ
の
良
質
の
ヒ
バ
材
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
下
北
地

方
を
含
む
東
北
北
部
の
ヒ
バ
材
産
出
は
、
江
戸
の
町
づ
く
り
に
よ
る
建
材
需
要
、

東
廻
り
航
路
の
開
設
及
び
南
部
津
軽
両
藩
の
財
政
事
情
を
背
景
と
し
て
拡
大
し

っ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
有
り
様
は
乱
伐
と
い
う
に
等
し
く
、
『
津
軽
藩
世
事
記
録
』

(17) 

へ
進
出
し
た
。

い
ま
―
つ
の
事
情
と
し
て
は
、
南
部
藩
の
山
林
政
策
の
変
更
が
考
え
ら
れ
る
。

下
北
の
ヒ
バ
材
は
、
乱
伐
に
よ
り
、
十
七
世
紀
後
半
に
は
林
相
が
著
し
く
後
退

し
た
。
こ
の
た
め
、
南
部
藩
で
は
元
禄
二
年
(
+
六
八
九
）

し
、
十
五
年
か
ら
は
一
部
に
留
山
を
設
け
た
が
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
十
）
に

は
全
山
を
留
山
と
し
、
伐
採
を
厳
し
く
制
限
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
、

前
進
出
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
一
っ
に
、
飛
騨
屋
久
兵
衛
の
蝦
夷
地
進
出
の
影
響
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

飛
騨
屋
は
、
す
で
に
大
畑
進
出
の
翌
々
年
（
元
禄
十
五
年
）
に
は
、
松
前
藩
か

ら
唐
桧
山
を
請
け
負
い
、
海
産
物
の
輸
送
も
行
っ
て
い
る
。

年
(
-
七
一
九
）

つ
い
で
、
享
保
四

か
ら
は
臼
（
有
珠
）
山
の
唐
桧
の
伐
採
に
参
加
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
尻
別
山
を
始
め
と
し
、
東
蝦
夷
地
で
は
沙
流
、
久
寿
里
、
厚
岸
な
ど

の
漁
場
を
、
西
蝦
夷
地
で
は
石
狩
、
夕
張
、
天
塩
の
蝦
夷
松
山
を
開
き
、
蝦
夷

(20) 

桧
を
伐
採
し
、
製
材
と
海
産
物
を
江
戸
大
坂
へ
移
出
し
て
い
る
。
出
資
先
で
も

あ
り
、

ま
た
縁
戚
と
も
言
わ
れ
る
飛
騨
屋
の
成
功
は
、
栖
原
屋
自
身
に
よ
る
松

か
ら
輪
伐
を
採
用

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

か
つ
同
人
を
当
主
角
兵
衛
の
養
子
と
し
、
「
栖
原
」
姓
を
名
乗
ら
せ
た
。
こ
れ
は
、

松
前
藩
の
法
令
で
転
籍
土
着
し
た
者
し
か
漁
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

と
こ
ろ
で
、
『
家
譜
』
は
栖
原
屋
の
蝦
夷
地
進
出
の
動
機
を
「
父
祖
ガ
最
初
ノ

志
望
ヲ
継
承
シ
中
途
二
廃
セ
ル
漁
業
ヲ
復
興
シ
テ
大
二
海
洋
ノ
宝
庫
ヲ
開
カ
ン

ト
ノ
大
志
ヲ
懐
キ
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、

よ
り
具
体
的
な
事
情
が
存
在
し
て

か
ら
、
場
所
請
負
へ
の
進
出
を
想
定
し
た
措
置
と
考
え
ら
れ
る
。
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松
前
藩
以
来
の
場
所
請
負
関
係
に
変
化
は
な
か
っ
た
。

人
漁
民
の
使
役
に
腐
心
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
和
年
間
に
松
前
へ
進
出
し
た
栖
原
屋
や
伊
達
林
右
衛
門
ら
の
新
興
商
人
た

ち
は
、
松
前
藩
に
接
近
し
、
や
が
て
近
世
初
期
い
ら
い
蝦
夷
地
産
物
交
易
を
担

っ
て
来
た
近
江
両
浜
商
人
に
代
わ
っ
て
、
場
所
請
負
制
度
を
担
っ
て
ゆ
く
。

松
前
進
出
以
来
、
場
所
請
負
へ
の
進
出
を
期
し
て
来
た
栖
原
屋
は
、
天
明
六

年
(
-
七
八
六
）
、
松
前
藩
か
ら
天
塩
郡
一
円
及
び
天
売
嶋
・
焼
尻
島
の
漁
場
請

負
を
命
じ
ら
れ
、
翌
七
年
に
は
留
萌
郡
．
苫
前
郡
の
漁
場
全
部
の
漁
場
請
負
を

こ
の
西
蝦
夷
地
の
北
部
海
岸
一
帯
の
漁
場
は
、
栖
原
屋
の
場
所
請
負
経
営
が

実
質
的
に
解
体
す
る
明
治
前
期
ま
で
、
同
家
の
重
要
な
経
営
基
盤
で
あ
っ
た
。

轄
し
て
い
た
彦
兵
衛
を
支
配
人
に
充
て
て
い
る
。
彦
兵
衛
は
「
能
ク
土
人
ヲ
撫

育
シ
且
ツ
一
般
二
信
仰
ノ
念
ヲ
起
サ
シ
ム
ル
タ
メ
ニ
留
萌
村
鬼
鹿
村
苫
前
村
及

ビ
天
売
焼
尻
天
塩
等
二
神
社
仏
閣
を
創
立
」
（
『
家
譜
』
）
し
た
と
あ
り
、ア
イ
ヌ

さ
ら
に
、
文
化
三
年
(
-
八
0
六
）
、
栖
原
屋
は
松
前
藩
か
ら
石
狩
地
方
の
内

「
ト
イ
ハ
ラ
」
「
ハ
ッ
シ
ヤ
フ
」
「
下
ユ
ウ
ハ
リ
」
「
シ
ュ
マ
ッ
フ
」
等
で
の
鮭
漁

の
請
負
を
命
じ
ら
れ
た
。
翌
年
に
は
蝦
夷
地
全
土
が
幕
府
直
轄
地
と
な
っ
た
が
、

栖
原
屋
で
は
、
広
大
な
漁
場
の
経
営
等
を
統
括
す
る
者
と
し
て
、
大
畑
店
を
管

命
ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

場
所
請
負
事
業
へ
の
進
出

(21) 

栖
原
屋
の
蝦
夷
地
進
出
を
促
し
た
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

栖
原
屋
角
兵
衛
に
つ
い
て
（
内
田

蝦
夷
地
経
営
へ
の
接
近

栖
原
屋
は
、
南
樺
太
の
場
所
請
負
な
ど
場
所
請
負
経
営
の
拡
大
に
伴
っ
て
、

幕
府
・
松
前
藩
の
蝦
夷
地
経
営
の
根
幹
に
接
近
し
て
ゆ
く
。
以
下
で
は
、
『
履
歴
』

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
、
東
蝦
夷
地
を
直
轄
し
た
の
に
伴
い
、
幕
府
は
蝦

夷
地
産
物
交
易
に
関
わ
る
商
人
ら
を
御
用
達
と
し
て
傘
下
に
お
く
こ
と
と
し
、

箱
館
、
江
戸
の
ほ
か
京
都
、
大
坂
、
兵
庫
、
南
部
大
畑
、
津
軽
青
森
、
羽
州
酒

田
、
越
前
敦
賀
、
奥
州
岩
城
、
常
陸
平
潟
、
下
総
銚
子
、
浦
賀
な
ど
主
要
港
湾

都
市
の
商
人
に
「
蝦
夷
地
御
用
取
扱
」
を
命
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
箱
館
で
は

栖
原
屋
庄
兵
衛
、
伊
達
林
右
衛
門
ら
に
、
江
戸
表
に
お
い
て
は
栖
原
屋
角
兵
衛
、

栖
原
屋
久
次
郎
ら
に
命
じ
て
蝦
夷
地
産
物
の
輸
送
販
売
と
内
地
物
品
の
輸
送
供

(22) 

給
を
行
わ
せ
た
。

栖
原
屋
角
兵
衛
の
蝦
夷
地
御
用
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、

一
例
を
挙
げ
る
と
、
文
化
―
―
一
年
(
-
八
0
六
）
七
月
、
和
人
船
頭
水
主
六
名
が

ロ
シ
ア
か
ら
エ
ト
ロ
フ
嶋
へ
送
還
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
お
き
た
。
こ
の
と
き

送
還
さ
れ
た
水
主
は
、
享
和
末
年
に
箱
館
か
ら
江
戸
へ
御
用
荷
物
等
を
輸
送
す

る
途
中
遭
難
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
御
用
荷
物
の
送
り
先
は
江
戸
鉄
砲
洲

の
栖
原
屋
久
次
郎
ら
で
、
積
み
荷
は
箱
館
近
郊
の
臼
尻
村
産
物
の
塩
鱈
三
万
本

(23) 

で
あ
っ
た
。

（
う
ち
一
万
本
は
箱
館
役
所
御
買
上
分
）

ま
た
、
天
保
十
二
年
(
-
八
四
一
）
十
月
、
幕
府
は
栖
原
屋
角
兵
衛
及
び
伊

『
家
譜
』
に
見
ら
れ
る
主
な
事
項
と
背
景
を
概
観
し
て
ゆ
く
。
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図 4 栖原角兵衛の進出先関係地図（近世中後期）
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、
t
O

し 那
・
蕊
取
の
各
場
所
の
請
負
を
命
じ
た
。
こ
の
一
二
場
所
は
、
幕
府
が
東
蝦
夷
地

を
直
轄
し
た
際
、
高
田
屋
嘉
兵
衛
に
場
所
請
負
を
命
じ
た
が
、
高
田
屋
船
が
ロ

シ
ア
船
と
内
密
に
会
同
し
た
と
の
嫌
疑
に
よ
り
、
天
保
三
年
に
高
田
屋
か
ら
剥

本
稿
は
、
栖
原
屋
角
兵
衛
家
の
商
人
史
的
系
譜
と
そ
の
時
代
背
景
を
検
討
し

て
ゆ
く
に
当
た
り
、

そ
の
基
礎
史
料
と
な
る
『
履
歴
』
『
家
譜
』
の
記
述
を
周
辺

係
で
、
北
帳
場
（
伊
達
林
右
衛
門
と
の
共
同
経
営
）

お
け
る
十
代
目
寧
幹
の
名
望
家
と
し
て
の
事
績
、

が
あ
る
が
、

の
海
の
道
」
の
存
在
を
想
定
さ
れ
、

『
履

の
活
動
や
幕
末
維
新
期
に

さ
ら
に
は
樺
太
千
島
交
換
条

約
に
よ
る
経
営
の
悪
化
等
々
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

な
お
、

歴
』
と
『
家
譜
』
に
は
成
立
時
期
、
記
述
の
形
式
内
容
な
ど
に
若
干
の
相
違

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
検
討
す
る
こ
と
は
本
稿
の
課
題
で
は
な

と
こ
ろ
で
、
竹
内
利
美
氏
は
畿
内
か
ら
東
国
に
い
た
る
陸
路
と
は
異
な
る
「
東

い
わ
ゆ
る
関
西
漁
民
の
関
東
進
出
を
「
東

の
海
の
道
」
を
経
る
「
海
の
移
民
」
の
一
環
と
と
ら
え
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の

史
料
と
比
較
検
討
し
、
筆
者
な
り
に
整
理
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
紙
数
の
関

お
わ
り
に

の
た
め
、
栖
原
屋
が
請
け
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。

川
順
兵
衛
、
岡
田
半
兵
衛
ら
に
命
じ
た
が
、

い
づ
れ
も
失
敗
に
お
わ
っ
た
。
こ

奪
し
、
関
東
屋
喜
四
郎
に
請
負
を
命
じ
、

つ
い
で
九
年
に
は
藤
野
喜
兵
衛
、
西

達
林
右
衛
門
に
対
し
て
、
南
樺
太
漁
場
と
同
様
に
、

栖
原
屋
角
兵
衛
に
つ
い
て
（
内
田

工
ト
ロ
フ
島
の
振
別
・
紗

あ
る
。

（
関
東
海
域
か
ら
の
）
さ
ら
な
る
北
上
展
開
を
想
定
し
、
そ
れ
ら
の
移
動
は
一
連

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
「
関
東
進
出
を
果
し
た
紀
州
漁
民
の
あ
る
も
の
は
、

竹
内
氏
の
「
漁
民
」
「
移
住
」
と
い
う
概
念
を
い
っ
そ
う
拡
大
す
る
と
き
、

さ

ら
に
遠
<
-
二
陸
沿
海
ま
で
北
上
し
て
、
彼
ら
の
す
ぐ
れ
た
漁
法
を
伝
播
し
つ
あ

(24) 

っ
た
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。

じ

つ
に
多
様
な
「
東
の
海
の
道
」
で
の
移
動
の
事
実
を
発
見
で
き
よ
う
。
本
稿
に

関
連
す
る
限
ら
れ
た
範
囲
で
も
、

八
戸
鮫
浦
の
回
船
問
屋
二
四
郎
屋
西
村
家
は

紀
州
三
輪
崎
か
ら
定
着
し
て
い
る
し
、
栖
原
屋
・
飛
騨
屋
の
出
資
を
受
け
た
大

(25) 

畑
の
菊
池
屋
こ
と
南
忠
右
衛
門
も
紀
州
藩
領
尾
鷲
村
の
出
身
で
あ
る
。

た
だ
し
、
彼
ら
の
関
東
以
北
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
栖
原
屋
角
兵
衛
の
江
戸

進
出
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
と
お
り
、
関
東
漁
場
に
お
い
て
漁
商
未
分
化
の
段

階
を
克
服
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
、
近
世
前
期
に
お
け
る
江
戸

や
東
浦
賀
な
ど
の
流
通
拠
点
の
も
つ
意
味
も
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
近
世
房

総
の
漁
業
開
発
を
考
え
る
上
で
も
、
関
西
漁
民
の
関
東
出
漁
の
事
実
関
係
を
総

体
と
し
て
明
ら
か
に
し
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
再
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で

と
こ
ろ
で
、
栖
原
屋
角
兵
衛
や
飛
騨
屋
久
兵
衛
の
漁
業
か
ら
林
業
に
ま
た
が

る
柔
軟
な
業
種
展
開
や
広
大
な
活
動
範
囲
を
見
る
と
き
、
こ
れ
ま
で
の
「
関
西

漁
民
」
「
漁
業
家
」
「
材
木
商
」
と
い
う
区
分
と
は
異
な
る
商
人
類
型
を
考
え
ざ

る
を
え
な
い
。
彼
ら
の
積
極
的
な
開
拓
精
神
は
、

三
都
商
人
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

の
下
で
確
立
し
つ
つ
あ
る
幕
藩
体
制
に
照
応
す
る
商
品
流
通
体
系
の
辺
縁
を
め
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栖
原
屋
角
兵
衛
に
つ
い
て
（
内
田

学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
、
北
海
道
立
図
書
館
、

ざ
し
て
、
需
要
地
か
ら
は
は
る
か
僻
遠
の
地
に
進
出
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

出
資
・
請
負
等
の
形
式
で
山
林
や
漁
場
等
の
生
産
現
場
を
掌
握
し
、

和
人
ア
イ
ヌ
人
な
ど
の
使
用
人
統
制
、
帳
合
方
法
）

多
く
、

か
つ
江
戸

大
坂
な
ど
の
流
通
拠
点
に
も
店
舗
を
維
持
し
て
い
る
。
彼
ら
の
展
開
を
支
え
た

遠
隔
地
間
の
為
替
な
ど
の
決
済
手
段
、
資
金
、
店
制
（
本
支
店
間
の
経
営
統
制
、

な
ど
解
明
す
べ
き
問
題
は

と
り
わ
け
、
常
に
異
境
を
め
ざ
す
開
拓
者
の
エ
ー
ト
ス
と
も
言
う
べ
き

小
稿
に
は
、
筑
波
大
学
歴
史
・
人
類
学
系
岩
崎
宏
之
先
生
は
じ
め
多
く
の
方
々

の
御
指
導
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
漁
協
組
合
長
と
し
て

多
忙
な
中
、
祖
先
の
足
跡
を
真
摯
に
追
い
求
め
ら
れ
る
和
歌
山
県
田
栖
川
淮
業

協
同
組
合
長
木
戸
克
巳
先
生
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
下
北
林

業
に
関
し
て
は
本
館
環
境
科
落
合
啓
二
氏
、
同
米
林
仲
氏
に
貴
重
な
助
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
諸
先
生
方
か
ら
御
助
言
を
賜
り
な
が
ら
、
十
分
に
活

か
せ
な
か
っ
た
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
゜

最
後
に
御
芳
名
、
機
関
名
を
列
記
し
て
お
礼
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
゜

和
歌
山
県
田
栖
川
樵
業
協
同
組
合
、
和
歌
山
県
立
図
書
館
、
湯
浅
町
立
図
書
館
、

岐
阜
県
下
呂
町
役
場
、
国
立
国
文
学
研
究
資
料
館
附
属
史
料
館
、
東
京
水
産
大

学
附
属
図
書
館
、
習
志
野
市
教
育
委
員
会
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究

部
山
本
光
正
先
生
、
青
森
県
大
畑
町
大
安
寺
、
函
館
市
立
図
書
館
、
北
海
道
大

（
追
記
）
本
稿
成
稿
後
、
田
島
佳
也
「
北
の
海
に
向
か
っ
た
紀
州
商
人
」
（
網
野

精
神
世
界
な
ど
、
興
味
は
尽
き
な
い
。

キ―-
＝
ロ

(
1
)
海
保
嶺
夫
「
栖
原
角
兵
衛

」

（
国
史
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』

第
四
巻
、
昭
和
五
八
年
十
月
）

(
2
)
北
海
学
園
大
学
経
済
学
会
編
『
経
済
論
集
』
（
第
八
号
、
昭
和
三
四
年
一
月
）

(
3
)
湯
浅
町
誌
編
纂
委
員
会
『
湯
浅
町
誌
』

（
昭
和
四
二
年
五
月
）

(
4
)
田
栖
川
漁
業
協
同
組
合
『
田
栖
川
漁
協
3
0

固
年
記
念
誌
翔
け
栖
原
の
漁

業
』
（
昭
和
五
五
年
三
月
）

(
5
)
『
湯
浅
町
誌
』
八
五
八
頁
以
下

(
6
)
荒
居
英
次
『
近
世
日
本
漁
村
史
の
研
究
』
第
一
部
第
一
章
、
第
二
部
第
五
章

（
昭
和
三
九
年
九
月
）

(
7
)
『

八
手
網
漁
業
沿
革
並
雑
説
』
（
東
京
水
産
大
学
附
属
図
書
館
羽
原
文
庫
）

(
8
)
『
履
歴
』
に
「
浜
荻
」
あ
る
の
に
対
し
、
『
家
譜』
に
「
奥
州
荻
浜
」
と
あ
る

の
は
誤
記
か
。
ま
た
、
「
訴
状
」
（
昭
和
八
年
、
東
京
水
産
大
学
附
属
図
書
館
羽

原
文
庫
所
蔵
）
に
も
「
浜
荻
」
に
出
漁
し
た
と
あ
り
、
最
初
の
出
漁
先
は
浜
荻

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
9
)

（
注
4
)
に
同
じ
。

(
1
0
)貞
享
三
年
「
紀
州
外
五
ケ
国
漁
民
と
上
総
国
富
津
村
為
取
替
申
漁
場
証
文
之

事
」
（
『
富
津
漁
業
史
』
五
二
頁
以
下
）

(
1
1
)『
栖
原
家
文
書
綴
』
（
東
京
水
産
大
学
附
属
図
書
館
羽
原
文
庫
所
蔵
）

(
1
2
)宝
暦
十
二
年
「
請
取
申
金
子
之
事
」
（
斉
藤
家
文
書
国
立
国
文
学
研
究
資
料

館
附
属
史
料
館
所
蔵
）

(
1
3
)天
保
七
年
「
乍
恐
以
書
付
御
訴
訟
奉
申
上
候
」
（
東
京
水
産
大
学
附
属
図
書
館

羽
原
文
庫
所
蔵
）

(
1
4
)木
戸
克
巳
先
生
の
御
教
示
に
よ
る
。

に
な
っ
た
。

屋
角
兵
衛
を
取
り
扱
い
、
精
緻
な
史
料
調
査
に
基
づ
い
て
お
ら
れ
、
大
変
参
考

善
彦
編
『
海
と
列
島
文
化
』
ー
、

一
九
九
0
)
を
得
た
。
本
稿
と
同
じ
く
栖
原
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(
1
5
)
『
履
歴
』
の
記
述
に
よ
る
。
『
家
譜
』
で
は
、
大
畑
出
店
を
宝
暦
年
間
と
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
使
用
人
彦
兵
衛
名
義
に
よ
る
本
格
的
出
店
の
時
期
で
あ
ろ
う
。

飛
騨
屋
も
、
ま
た
近
世
前
期
に
松
前
表
に
進
出
し
た
近
江
商
人
の
場
合
も
、
ま

ず
地
元
材
木
商
に
寄
寓
し
出
資
し
て
進
出
基
盤
を
固
め
、
そ
の
後
使
用
人
名
義

で
出
店
す
る
の
で
あ
る
。

(
1
6
)鳴
海
健
太
郎
『
下
北
の
海
運
と
文
化
』
（
昭
和
五
一
一
年
、
十
四
頁
、
二0頁
以

下
）

(
1
7
)飛
騨
屋
研
究
会
『
飛
騨
屋
久
兵
衛
』
（
昭
和
五
八
年
、
三
四
頁
以
下
、
二
四
一

頁
以
下
）
、
年
不
詳
『
記
録
草
槃
』
（
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
所

蔵
『
飛
騨
屋
武
川
家
文
書
』
第
十
三
冊
所
収
）
及
び
前
掲
『
飛
騨
屋
久
兵
衛
』
三

一
頁
以
下
。

(
1
8
)鳴
海
前
掲
書
、
四
四
頁
以
下
。

(
1
9
)遠
藤
安
太
郎
『
山
林
史
上
よ
り
観
た
る
東
北
文
化
之
研
究
』
（
昭
和
十
三
年
）
ヽ

山
田
耕
一
郎
「
ヒ
バ
林
制
の
変
遷
」
（
『
青
森
林
友』
第
三
―

―
一
号
、
昭
和
五
ニ

年
）
、
同
「
ヒ
バ
林
地
帯
の
藩
林
制
史
か
ら
み
た
一
考
察
」
（
『
青
森
営
林
局
林
業

技
術
研
究
』
第
三
0
号
、
昭
和
五
二
年
）
、
角
田
邦
雄
「
下
北
地
方
を
中
心
と
す

る
国
有
林
の
歴
史
と
現
状
」
（
『
青
森
林
友』
第
三
―
二
号
、
昭
和
四
五
年
）

(
2
0
)白
山
友
正
「
飛
騨
屋
武
川
久
兵
衛
年
表
」
（
『
函
館
大
学
論
究
』
第
一
輯
、
昭

和
四
0
年
―
―
一
月
）
、
前
掲
『
飛
騨
屋
久
兵
衛
』
十
六
頁
以
下

(
2
1
)鳴
海
健
太
郎
「
下
北
農
漁
民
の
蝦
夷
地
出
稼
ぎ
に
つ
い
て
」
（
海
保
嶺
夫
編『北

海
道
の
研
究
』
3

所
収
、
昭
和
五
八
年
七
月
）

(
2
2
)羽
太
養
賢
『
休
明
光
記
』
巻
之
六
（
『
続
々
群
書
類
従
』
第
四
史
伝
部
）

(
2
3
)前
掲
『
休
明
光
記
』
巻
之
七
「
南
部
領
牛
瀧
村
船
方
の
者
魯
西
亜
国
へ
漂
流

し
帰
帆
せ
し
事
」

(
2
4
)宮
本
常
一
「
遠
方
出
漁
」
（
『
日
本
民
衆
史
3

海
に
生
き
る
人
々
』
所
収
、

昭
和
三
九
年
）
竹
内
利
美
「
熊
野
か
ら
下
北
ま
で
黒
潮
の
流
れ
に
沿
っ
た
海

の
移
民
」
（
宮
本
常
一
・
川
添
登
編
『
日
本
の
海
洋
民
』

一
九
七
四
年
）

(
2
5
)鳴
海
前
掲
書
、
二
ニ
頁
‘

-
―
六
頁

栖
原
屋
角
兵
衛
に
つ
い
て
（
内
田

（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館

歴
史
科
）
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